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昔は毎日のように川魚を食べていた
　昔は、肉や海の魚が、
今と比

くら

べて手に入りづ
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などで
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貴
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とってきた川魚は、
家の囲

い

炉
ろ

裏
り

で焼
や

いた後、
下の写真のように
ワラのツツにさして、
保

ほ

存
ぞん

食
しょく

にしていました。
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主
な
川
魚
の
種し

ゅ

類る
い
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ウグイウグイ
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コイコイ

フナフナ

　大きく 2 種
しゅ

類
るい

に分けられます。一つは、産
さん

卵
らん

の時に海から川をさかのぼってくる「遡
そ

上
じょう

魚
ぎょ

」で、
もう一つは、一生を川の中ですごす「棲

せい

息
そく

魚
ぎょ

」です。
「サケ・サクラマス」（「サケマス・イワナのわかる本 改

かい

訂
てい

新
しん

版
ぱん

」〔井
い

田
だ

齊
ひとし

・奥
おく

山
やま

文
ふみ

弥
や

著／山と渓
けい

谷
こく

社
しゃ

〕）、「アユ・ヤツメウナギ・ウグイ・フナ・コイ・ニゴイ」（「く
らべてわかる淡

たん

水
すい

魚
ぎょ

」〔斉
さい

藤
とう

憲
けん

治
じ

文・内
うち

山
やま

りゅう写真／山と渓
けい

谷
こく

社
しゃ

〕）、「モクズガニ」（出
しゅっ

典
てん

「w
ウィキペディア

ikipedia」〔パブリックドメイン〕）

昔はなぜ、肉や海の魚が
手に入りづらかったのだろう？

新
にい

潟
がた

水
みな

俣
また

病
びょう

の原
げん

因
いん

となった川魚は、
遡

そ

上
じょう

魚
ぎょ

と棲
せい

息
そく

魚
ぎょ

のどちらだろう？

今のくらしにはあるけど、
昔のくらしにはなかったものは？

川の中での生
せい

息
そく

期間のちがいは？
住
じゅう

民
みん

が多く食べていた川魚は？

川のめぐみ

1

▲ウグイやニゴイなどの川魚

パネル
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